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令和６年第１回大曲仙北広域市町村圏組合議会定例会会議録 

 
  令和６年２月２１日第１回大曲仙北広域市町村圏組合議会定例会を大仙市大曲交流センター
第１研修室に招集した。 
 
１．令和６年２月２１日（水）午後２時５５分  開会 
１．令和６年２月２１日（水）午後４時３８分  閉会 
 
１．出席した議員は次のとおりである。 

１番 佐藤育男   ２番 鎌田 正   ３番 黒沢龍己   ４番 森元淑雄 
５番 髙橋徳久   ６番 橋村 誠   ７番 武藤義彦   ８番 熊谷隆一 
９番 佐藤文子  １０番 小松栄治  １１番 荒木田俊一 １２番 伊藤福章 

 １３番 古谷武美  １５番 青柳宗五郎 １６番 鈴木良勝 
                                                      計 １５名 
 
１．欠席した議員は次のとおりである。 
 １４番 後藤 健                                   計   １名 
 
１．遅刻した議員は次のとおりである。 
                                   計   ０名 
 
１．地方自治法第１２１条の規定により会議に出席した者は、次のとおりである。 
    管理者 老松博行 副管理者 田口知明 副管理者 松田知己 副管理者 小松英昭  

監査委員 藤村好正 消防長 佐藤広樹 事務局次長兼管理課長 佐藤大  
主席参事兼消防本部総務課長 山本啓彦 環境事業課長 瀬川敬  
介護保険事務所長 上田泰彦 環境事業課参事 山本博康  
介護保険事務所主幹 奈良ルミ子 管理課主幹 藤田貴 管理課主幹 九島芳謙 
管理課副主幹 鈴木貴将 管理課主事 内山七月 

  
１．会議の書記は、次のとおりである。                       管理課  鈴木貴将 
 

１．本会議に提出した議案は、次のとおりである。 

 

（１）議案第１号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

 

（２）議案第２号 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

の制定について 

 

（３）議案第３号 大曲仙北広域市町村圏組合消防事務に関する手数料徴収条例の一部を改正

する条例の制定について 

 

（４）議案第４号 大曲仙北広域市町村圏組合火葬場の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例の一部を改正する条例の制定について 

 

（５）議案第５号 大曲仙北広域市町村圏組合介護保険条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 
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（６）議案第６号 令和５年度大曲仙北広域市町村圏組合一般会計補正予算（第２号） 

 

（７）議案第７号 令和５年度大曲仙北広域介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 

（８）議案第８号 令和５年度大曲仙北広域市町村圏組合経費に係る負担金の一部変更につい

て 

 

（９）議案第９号 令和６年度大曲仙北広域市町村圏組合一般会計予算 

 

（10）議案第10号 令和６年度大曲仙北広域介護保険特別会計予算 

 

（11）議案第11号 令和６年度大曲仙北広域市町村圏組合経費に係る負担金について 

 

（12）議案第12号 新南部斎場建設工事請負契約の変更について 

 

（13）議案第13号 新中央し尿処理センター施設整備事業に係る工事請負契約の変更について 
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（古谷武美） 

これより令和６年第１回大曲仙北広域市町村圏組合議会定例会を開会いたしま

す。 

管理者から「招集のあいさつ」がございますので、よろしくお願いします。 

（老松博行） 

 はい、議長。 

（古谷武美） 

 はい。 

（老松博行） 

招集挨拶の前に一言申し上げたいと存じます。 

去る１月１日に発生した能登半島地震により犠牲となられた方々のご冥福をお

祈りするとともに、被災された方々に対し、心からお見舞を申し上げます。また、

被災地域の一日も早い復旧・復興を心からご祈念申し上げます。 

それでは、招集の挨拶を述べさせていただきます。 

本日、令和６年第１回大曲仙北広域市町村圏組合議会定例会を招集いたしまし

たところ、議員各位におかれましては、ご参集いただき誠にありがとうございま

す。 

今次定例会でご審議をお願いいたします案件は、条例案５件、単行案４件、補

正予算案２件及び令和６年度当初予算案２件の合計１３件であります。 

このうち令和６年度当初予算案につきましては、一般会計と介護保険特別会計

を合わせた総額が約２６１億３，５４５万円で、前年度当初と比較して約２億４，

２８０万円、率にして約０．９％の増となっております。これは、一般会計にお

いて、衛生費のうち新南部斎場建設事業が、建設工事の完了により残工事を残す

のみとなることなどから、保健衛生費が約４億９，０００万円の減となるものの、

新中央し尿処理センター建設工事が本格化することや、物価上昇などの影響によ

り廃棄物処理施設の長期包括運営業務委託料が増となることなどにより清掃費が

約１１億４，０００万円の増となること、また、介護保険特別会計において、保

険給付費に約４億円の減が見込まれることなどによるものであります。 

予算執行の裏付けとなる構成市町負担金につきましては、前年度当初と比較し

て約４億５０１万円、率にして約４．８％増の総額約８８億１，６５７万円とな

っておりますが、これにつきましても衛生費の増が要因となっております。 

以上、令和６年度当初予算案の概要について申し上げましたが、本案を含む各

上程議案につきましては、この後事務局に説明させますので、よろしくご審議の

うえ、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

それでは、この場をお借りいたしまして、当組合の諸般の状況についてご報告

させていただきます。 

始めに、斎場関係について申し上げます。 

令和５年の利用件数につきましては、中央斎場は１，１９２件で前年比３２件

の減、南部斎場は５７０件で９件の減、北部斎場は５６７件で２件の減と、いず

れも減となっており、合計では２，３２９件で４３件、率にして約１．８％の減



- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

となっております。 

次に、新南部斎場建設事業につきましては、先ほど議員説明会でご説明申し上

げましたとおり、本年５月１０日の供用開始に向けて準備を進めており、４月２

６日には内覧会を開催し、議員の皆様にお披露目したいと考えております。 

今次定例会においては、南部斎場の利用料に係る経過措置を廃止し本則の規定

どおり１体につき１万６，０００円とする条例の一部改正と資材価格等の高騰に

よる新南部斎場建設工事請負費の増額に係る変更契約について、議案を上程させ

ていただいております。また、北部斎場の大規模改修事業について、令和６年度

においては改修に係る実施設計などを発注することとしており、係る経費を当初

予算に計上しております。 

次に、昨年１０月に発生した、南部斎場における会葬者の転倒事案につきまし

ては、現在、相手方に対する補償等に係る手続を進めておりますが、転倒された

方は、昨年中に仕事に復帰されたものの、現在もリハビリを継続中であり、補償

等の内容が確定するまでに今しばらく時間を要すると思われます。本事案につき

ましては、状況に変化がありましたら改めてご報告させていただきます。 

次に、環境事業課関係について申し上げます。 

始めに、令和７年４月の供用開始を目途に進めている新中央し尿処理センター

建設事業につきましては、地下部のコンクリート打設を完了し、現在は、各水槽

の漏水の有無を確認する試験や、土木建築工事と並行して施設の主要機器の製作

を行っており、１月末時点での進捗率は１８．９％となっております。来年度は、

本体工事が本格化することから、より一層の安全管理と工程遵守に努め、周辺地

域の生活環境にも配慮しながら工事を進めてまいります。また、令和７年度から

令和８年度に予定している現中央し尿処理センターの解体撤去工事に備え、有害

物質調査や地歴調査等の事前調査を含む解体工事発注のための資料作成などを行

う業務を委託する計画としております。 

次に、中央ごみ処理センターにつきましては、平成１４年の供用開始から２０

年以上が経過しており、施設の老朽化が進んでいることから、本年度は、長寿命

化総合計画を策定し、基幹的設備改良工事の必要箇所の特定などを進めていると

ころであります。来年度は、改良工事に係る発注仕様書等の作成業務を委託する

計画としております。 

次に、廃棄物処理施設の長期包括運営業務委託につきましては、本年度から、

組合が所管する全ての廃棄物処理施設において導入し、それぞれ民間事業者に委

託しておりますが、昨今の物価高騰などによる電気料金の値上げや、労働力不足

による人件費の引上げなどの影響により、契約に基づく見直しを行い、委託費の

増額分を来年度当初予算に計上しております。 

次に、消防関係について申し上げます。 

始めに、本年度の購入車両につきましては、南分署と角館消防署に配備予定の

救急自動車が昨年１２月２５日に納車され運用を開始しております。東分署に配

備予定の消防ポンプ自動車は、昨年１１月の定例会でご報告申し上げたとおり、

納車が来年度に延期となったことから、今次定例会に上程しております令和５年
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度補正予算案に繰越明許費を計上しております。 

次に、令和６年度の主な事業についてでありますが、車齢が１５年となる協和

分署に配備の消防ポンプ自動車、同じく１５年となる緊急消防援助隊登録車両と

して東分署に配備の災害対応特殊消防ポンプ自動車、１０年となる中仙分署に配

備の救急自動車、並びに２２年となる消防本部付き公用車の計４台の車両更新を

予定しております。また、指令センターと消防車両の車載端末を接続する回線の

通信方式変更に伴う機器の改修工事のほか、西分署の屋根防水工事、雨天時にも

対応可能な高性能ドローンの購入などを予定しております。 

次に、永年勤続消防職員や防火防災・人命救助等にご尽力いただいた個人及び

事業所を表彰する消防功労者表彰式につきましては、３月１４日に大仙市大曲市

民会館小ホールを会場に開催したいと考えております。 

また、去る２月９日に消防職員意見発表秋田県大会が開催され、当組合の代表

として出場した西分署細井健太消防士が優秀賞を受賞しております。 

次に、令和５年の火災・救急事案発生状況につきましては、火災件数が４２件

と当組合発足以来最少であったものの、救急件数は６，７８２件で昨年の過去最

多件数を更に２５７件上回っております。特に８月の件数の増加が顕著であり、

猛暑の影響が大きかったものと分析しております。 

また、今シーズンの雪害発生状況につきましては、人的被害が２月１８日現在

で６件発生し、負傷者が６名となっており、昨年同期と比較すると、件数で８件、

負傷者で８名の減となっております。 

次に、介護保険関係について申し上げます。 

始めに、令和５年１１月末データによると、管内の第１号被保険者数は４７,４

７１人、要介護認定者数は９,７９５人、サービス利用者数は８,１９６人で、１

カ月分の給付費は約１４億１,２４０万円となっており、昨年同月との比較では、

第１号被保険者数は４２６人の減、要介護認定者数は１０５人の減、サービス利

用者数は１２４人の減と、いずれも減で、給付費につきましても約１,１６０万円、

率にして約０.８％の減となっております。増減の主な内訳でありますが、居宅サ

ービスでは、コロナウイルス感染者数の減少や警戒レベルの引下げなどにより、

通所リハビリテーションやショートステイなどの利用者が増えたことから増額、

地域密着型サービスでは、介護員の不足や利用者の減少などの理由により、小規

模多機能型居宅介護事業所や地域密着型通所介護事業所の休止・廃止があったほ

か、施設サービスでは月遅れ請求があったことから減額などとなっております。 

次に、第９期介護保険事業計画につきましては、先ほどの議員説明会でもご説

明申し上げましたが、来る３月８日に最終となる事業計画策定委員会を開催する

予定としております。策定にあたりましては、来年には団塊の世代が全員後期高

齢者になる年を迎えるほか、２０４０年には団塊ジュニア世代が高齢者となり、

高齢化率がますます高くなっていくと見込まれることから、これらを見据えた上

で、介護サービス基盤の計画的な整備、地域包括ケアシステムの深化・推進に向

けた取組み、地域包括ケアシステムを支える介護人材確保及び介護現場の生産性

向上などをポイントとして捉え、計画をまとめ上げることとしております。 
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議 長 

また、第９期計画期間中の施設整備につきましては、特別養護老人ホームが５

３床、グループホームが５４床、特定施設入居者生活介護が地域密着型を含めて

３２床増える見込みであり、施設入所待機者数の減少を図ってまいります。 

介護保険料につきましては、今後３年間の高齢者人口やサービス利用者の動向

を推計した上で給付費の見込み総量から算出し、第９期基準額を第８期と同額の

月額６，７００円に設定したいと考えております。 

なお、国の施策に沿って現在の９段階から１３段階へ多段階化し、低所得者の

標準乗率を引き下げ、高所得者の標準乗率を細分化することで、低所得者の保険

料上昇の抑制を図っていくほか、当組合独自の施策として、第２段階及び第４段

階の方には、国よりも低い乗率を引き続き設定してまいります。 

最後になりますが、来年度は、新南部斎場の稼働開始、新中央し尿処理センタ

ー建設工事の本格化、新たな介護保険事業計画期間の初年度を迎えるなど、各種

事業が次のステージに移行する時期となります。組合といたしましては、コロナ

禍で培った経験や知見を生かし、非常時の対応も念頭に置きながら、引き続き、

着実かつ効率性・実効性を重視した事業運営に努めてまいります。 

以上、主要事業の進捗状況並びに諸般の状況についてご報告申し上げましたが、

今後とも圏域住民並びに議員各位のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上

げまして、招集の挨拶とさせていただきます。 

（古谷武美） 

はい、ありがとうございました。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席の届出は、１４番後藤健議員であります。 

出席議員は、定足数に達しております。 

本日の議事は「議事日程第一号」をもって進めます。 

日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第６７条の規定により、議長において７番武藤義

彦議員、８番熊谷隆一議員、９番佐藤文子議員を指名いたします。 

日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日一日といたしたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

 （異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって、会期は本日一日と決定いたしました。 

日程第３「議長報告」をいたします。 

「令和５年度例月出納検査結果報告書」が監査委員から提出されておりますの

で、これを別添お手元に配布のとおり報告いたします。 

日程第４「一般質問」を行います。 

質問を許します。９番佐藤文子議員。 

（佐藤文子） 

 はい、議長。 

（古谷武美） 
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 はい、佐藤議員。 

（佐藤文子） 

私は、第９期介護保険事業計画に関連して、お尋ねいたします。 

最初に、グループホームと特別養護老人ホームの増設・増床を図るべきではな

いかという立場からの質問です。 

第９期介護保険事業計画のポイント、国の方の指針の中では、地域の実情に応

じたサービス基盤の整備をあげながらも、在宅サービスの充実を強調し、地域密

着型サービスの更なる普及を強調しています。 

地域密着型サービスには様々な種類のサービスがありますが、大曲仙北圏域の

利用率を見ますと、グループホームと密着型デイサービスで６７％、小規模多機

能型居宅介護合わせて８３％を占めております。国が充実を求めている「定期巡

回随時対応型訪問介護看護」と「看護小規模多機能型居宅介護」については、わ

ずか１．３％や２．３％にとどまっているのが実情です。 

利用率の高いグループホームは、現在の整備数５９４床のうち大仙市民の利用

が３３０人と５６％を占めております。また、介護度が上がれば特養等に入所す

るケースが多々あると思いますが、特養ホームは現在の整備数１，３０５床のう

ち大仙市民が１，２７７人と、いずれ特養ホームに住所を移しているというふう

な場合もあるかもしれませんけれども、大仙市民が１，２７７人となっているわ

けであります。 

第９期では、グループホームを５４床増床し、６４８床に、また、特養は５３

床増床し１，３５８床に整備するというふうなことであります。 

また、先の説明でも明らかとなりましたが、ショートステイの多くの利用者が、

特養入所の待機利用というふうな実態があります。こうしたことから、依然とし

て、大曲仙北圏域の介護需要というのは、施設志向ではないかというふうに私は

思います。そのために、５４床といった数字ではなく、更なる増設・増床という

ふうなものが必要だと思いますが、これへの見解を伺います。 

二つ目には、介護人材の確保、処遇の現状と改善について伺います。 

介護職員の不足や高い離職率の問題は、介護保険制度が始まって早々から言わ

れてきております。 

介護需要と施設整備が進む一方でこれらの問題はますます深刻になっていきて

おります。その原因は、介護報酬が低いことによる、会社員などに比べても１０

万円も低いという構造的な低賃金状況に置かれているからだと私は思います。 

施設では、介護報酬や処遇改善のための報酬が引き上がれば、利用者の負担に

も連動するということで、「大変心苦しく思っている」という、そういう思いで

働いている人たちがおります。 

そこで現状と改善について伺います。 

一つは、圏域介護保険施設で働く介護労働者について職種別及び正規・非正規

別の人数、差し支えなければこれらの平均賃金について伺います。 

二つ目には、処遇改善のこれまでと今後の方向についてお尋ねいたします。 

以上、質問をしましたが、よろしくご答弁をお願いいたします。 
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（古谷武美） 

答弁を求めます。上田介護保険事務所長、お願いします。 

（上田泰彦） 

 はい、議長。 

（古谷武美） 

 はい。 

（上田泰彦） 

 佐藤文子議員の質問にお答えいたします。 

 質問の１点目は、グループホームと特別養護老人ホームの増設・増床について

であります。当圏域の介護保険施設需要につきましては、県が昨年６月に実施し

た「介護保険施設入所申込者調べ」の結果では、大曲仙北管内の特別養護老人ホ

ームの待機者数は４９５人と令和４年の同調査の５５３人から１年間で５８人減

っており、これは令和４年度に特別養護老人ホーム７０床が増床となったことが

一因と考えられます。しかしながら、議員ご指摘のとおり、施設入所を希望する

方は依然多く、増設・増床などの対応が必要な状況であり、第９期計画におきま

しても、グループホーム５４床、特養５３床の増設・増床を行う予定としている

ところでございます。 

 国では事業計画策定のポイントとして、中長期的な地域の人口動態や介護ニー

ズの見込み等を踏まえた上で地域の実情に応じた介護サービス基盤の計画的な確

保を求めており、当組合としましては、国のポイントを考慮のうえ、今後減少が

見込まれる高齢者、認定者の動向や施設待機者の受け皿となっている有料老人ホ

ームやショートステイ等の利用状況を注視しながら整備を進めてまいります。 

 質問の２点目は、介護人材の確保、処遇の現状と改善についてであります。圏

域介護保険施設で働く介護労働者の現状につきましては、厚生労働省の介護情報

公表システムによると、管内の施設、特別養護老人ホーム、介護老人保健施設で

働く介護労働者の数は２７施設、１,１２７人であります。職種別では、介護職員

が一番多く７４２人、次いで看護職員が１２５人、調理員が５６人となっており

ます。また、介護保険事務所が令和５年１月に実施した介護人材実態調査では、

２７施設中２２の施設から回答をいただいており、介護職員のうち約 86.6％が正

規職員、約 13.4％が非正規職員となっていることから、この割合を使って算出し

ますと、介護職員７４２人の内訳は、６４３人が正規職員、９９人が非正規職員

と推計されます。平均賃金につきましては、国と県の数値でありますが、公益財

団法人介護労働安定センター秋田支部の令和４年度介護労働実態調査報告書によ

りますと、介護職員の平均賃金は、国の月額２３万５,３０２円に対して秋田県は

２１万３７８円と２万４,９２４円低く、看護職員は国の月額２８万８,０４０円

に対して秋田県は２６万３,３４６円と２万４,６９４円低くなっております。広

域管内の事業所の正規非正規と職種別平均賃金につきましては把握しておりませ

んが、概ねこのような状況にあるものと推察しております。 

 続きまして、処遇改善のこれまでと今後の方向につきましては、処遇改善は平

成２１年から国が賃金アップの取組を実施しており、平成２１年には月額２４,０
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００円、平成２４年には月額６,０００円、平成２７年には月額１３,０００円、

平成２９年には月額１４,０００円、令和元年には月額１８,０００円、令和４年

には月額９,０００円で合計８４,０００円となっており、更に今回の報酬改定に

おいても月額６,０００円程度の賃金改善が行われる予定であります。また、国で

は令和７年度にも 2.0％のベースアップへと確実につながるよう、加算率の引き上

げを行う予定としております。賃金の改善については国が主導で実施しており、

当組合としましては、処遇改善に向けた支援として、介護従事者が日々安心して

業務に取り組めるよう、定期的に実施する運営指導の際に、ハラスメント対策な

ど離職が起こらないような啓発や指導を行っていくとともに、介護ロボット等の

導入により負担軽減の取組を行っている事業所の事例を紹介するなど従業員の心

身のケアに関する支援を実施してまいります。以上であります。 

（古谷武美） 

９番再質問はありませんか。はい、９番。 

（佐藤文子） 

 まず、施設増設の件ですけれども、待機者４９５人中、令和４年度に７０床の

増床があったために５８人分が減ったと、いずれにしても４４０人ほどの待機者

が現にいるというふうなことは間違いないと、これらの方々が、グループホーム

や、あるいはショートステイを利用しながら空き待ちをする。だから、何年かか

ってもなかなか入れない、入らないうちに亡くなってしまう、こういう現状がな

かなか改善されないというふうなことだったと思います。そういうふうな意味で、

グループホームの５４床増床、特別養護老人ホーム５３床の増床では到底この待

機者解消には間に合わないというふな感じなんじゃないか思いますので、ぜひ、

最終の説明、計画のときにこの点を配慮しまして、もう少し増床の方向で検討を

お願いしたいというふうに思います。 

それから、介護人材の確保と処遇の改善の問題ですけれども、２１年から令和

４年度まで十数年かかってようやく８万４，０００円上がったんだと、８万４，

０００円上がって平均で２８万程度、本当に低かったんだと。２８万８，０００

円まで上がったとしても、この金額が、一般の労働者、会社員などの給料と比べ

ても大変低いというふうなことがはっきりしているわけですけれども、それにし

ても、十数年かけてようやく２８万円まで８万円上がった。なんと低い、そうい

う状況に置かれているのが、介護労働者の実態なんだというふうなことで、給料

だけの問題ではありませんけれども、介護労働者の高齢化も進んできている。若

い人たちが、介護職員になろうと、そういうのがだんだん少なくなってきている。

非常にそういう点では、賃金の問題というふうなものは、国の指針に照らし合わ

せてやっていくだけでは、特に若い労働者がどんどん減っていく秋田県の状況で

は、介護労働者１，１２７人の重要な労働者人口でありますので、そのあたりこ

の若い人たちがなんぼでもこの秋田県、そしてこの圏域に残って介護のお仕事を

していただくと、そのための方策として、賃金の問題もそうですけども、非常に

これはなかなか難しい問題かもしれませんけれども、やっぱりこの若い労働者が

都会の方に出ていくというふうなことをあまりしなくても、この秋田県、圏域で
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介護労働をして非常に働きやすい環境で生活していって、そうした処遇、そうい

うふうなものをぜひとも系統的に考えていただきたいと、これは、制度上の問題

だというふうなことで片づけないで、秋田県の人口対策の問題なんだというふう

な立場からもぜひ今後とも検討願いたいなというふうに思います。管理者を中心

にして、ぜひ、介護労働者と秋田県の人口、若者の今後の確保、こういう点から

も重要な産業になってきているというふうなことで、検討していただきたいと思

います。 

答弁できるものについては、ぜひお願いいたします。以上です。 

（古谷武美） 

 はい、上田介護保険事務所長、お願いします。 

（上田泰彦） 

 はい、議長。 

（古谷武美） 

 はい。 

（上田泰彦） 

 佐藤議員からの先のご質問にございました、一つ目の施設整備につきましては、

繰り返しになるんですけれども、中長期的な人口の推移、認定者の推移等を見据

えながら整備の方を進めてまいりますので、９期、またそれ以降につきましても、

そういったところを注視しながら進めてまいります。 

 人材確保につきましては、賃金の部分の処遇改善につきましては、国が主体と

なって主導して実施しておるところです。広域としましても、若い方向けの介護

の魅力と言いますか、介護の情報につきましては、ホームページ等を通じて発信

しているところです。国としましても、ＩＣＴ、タブレットなどを導入したり、

日ごろのケース記録などをこれまでの紙ではなくてパソコン、タブレット端末を

使って記録を保存したりとか、日ごろの情報連携についてもスマホを使ってとか、

そういった形でＩＣＴというところが介護保険の施設で進んでおりまして、若い

従業員の方はそういったところを活用して今のところ業務を行っている事業所が

あるというところでございます。そういったところの処遇改善につきましても、

組合としても日々の運営指導等で相談を受けた際の支援を今後も考えておりま

す。以上です。 

（古谷武美） 

 ９番、再々質問ありませんか。 

（佐藤文子） 

 ありません。 

（古谷武美） 

はい、これにて、質問を終わります。 

日程第５「議案第１号」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。佐藤次長。 

（佐藤大） 

 はい、議長。 
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（古谷武美） 

 はい、次長。 

（佐藤大） 

 議案第１号「一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて」をご説明申し上げます。 

  議案説明資料の２ページをご覧いただきたいと思います。 

 管理職の職員が臨時又は緊急の必要により休日に勤務した場合に支給する「管

理職員特別勤務手当」につきましては、現在、災害への対応のため休日に出勤し

た消防職員に支給しております。 

 本案は、近年、災害が頻発している状況に鑑み、国、県及び他市町村等の規定

に倣い、休日の勤務に加えまして、平日午前０時から午前５時までの深夜帯の勤

務に対しましても支給できるよう、対象範囲を拡大する改正を行うものでありま

す。 

 支給額につきましては、深夜帯の勤務一回につき、４，０００円を超えない範

囲内において規則で定めるものとし、規則にて、７級の職員が４，０００円、６

級の職員が３，０００円と定めるものでございます。 

 施行日につきましては、本年４月１日からとするものであります。 

  以上、議案第１号をご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜

りますようお願い申し上げます。 

（古谷武美） 

これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。 

 （質疑なしの声）                                                  

質疑なしと認めます。 

これより、討論に入ります。討論ありませんか。 

 （討論なしの声）                                                       

これより「議案第１号」を採決いたします。本案は原案のとおり決することに、

ご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本案は、原案のとおり可決されました。 

日程第６「議案第２号」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。佐藤次長。 

（佐藤大） 

 はい、議長。 

（古谷武美） 

 はい。 

（佐藤大） 

議案第２号「会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例の制定について」をご説明申し上げます。 

議案説明資料３ページをご覧ください。 

フルタイムの会計年度任用職員については、地方自治法上、勤勉手当の支給対
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象とされておりますが、平成２９年度の制度設計段階において、国の非常勤職員

に対する勤勉手当の支給が広まっていない状況から、地方自治体の会計年度任用

職員に対しても勤勉手当を支給しないことが基本とされておりました。 

今般、地方自治法の一部を改正する法律が施行され、ほぼ全ての国の非常勤職

員に対して勤勉手当が支給されるようになっている現状を踏まえ、国の取扱いと

の均衡を図ると共に適正な処遇の確保等の観点から、パートタイムの会計年度任

用職員に対しても勤勉手当の支給が可能となったものであり、令和６年度から全

ての会計年度任用職員に対し適切に勤勉手当を支給するよう、総務省から通知が

なされたところであります。 

これに伴いまして、県及び構成市町と同様に会計年度任用職員に支給する勤勉

手当について新たに規定するものでございます。 

勤勉手当の支給割合は、６月、１２月ともに１．０２５カ月分、年間で２．０

５か月分とし、既に支給しております期末手当と同様、常勤職員と同じ支給割合

とするものでございます。 

施行日は、改正法の施行に合わせ、令和６年４月１日(ついたち)とするもので

ございます。 

以上、議案第２号をご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜

りますようお願い申し上げます。 

（古谷武美） 

これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。                            

 （質疑なしの声）                                                       

質疑なしと認めます。 

これより、討論に入ります。討論ありませんか。                            

 （討論なしの声） 

これより「議案第２号」を採決いたします。本案は原案のとおり決することに、

ご異議ありませんか。 

 （異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本案は、原案のとおり可決されました。 

日程第７「議案第３号」を議題といたします。         

提案理由の説明を求めます。佐藤次長。 

（佐藤大） 

 はい、議長。 

（古谷武美） 

 はい。 

（佐藤大） 

 議案第３号「大曲仙北広域市町村圏組合消防事務に関する手数料徴収条例の一

部を改正する条例の制定について」をご説明申し上げます。 

 議案説明資料４ページをご覧ください。 

 消防における危険物規制事務に係る手数料につきましては、地方公共団体の手

数料の標準に関する政令に定められる手数料の標準額を基に、本条例で規定して



- 13 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次 長 

 

議 長 

 

次 長 

 

 

 

 

 

 

 

おります。 

 今般、政令が一部改正され、直近の人件費及び物件費等を反映した場合の額と

現行の標準額との乖離が大きくなっている事務について、手数料の標準額の見直

しが図られております。 

 これに伴い、本条例に規定する危険物規制事務に係る申請手数料について、政

令と同様の内容に改めるものでございます。 

  対象となる手数料は、石油等の危険物を貯蔵する施設のうち、「浮き屋根式特

定屋外タンク貯蔵所及び浮き蓋付特定屋外タンク貯蔵所」の設置許可申請に係る

手数料であり、危険物の貯蔵最大数量に応じた区分ごとに定められた金額を、資

料に記載してありますとおり改めるものであります。 

 施行日は、政令の施行に合わせ、令和６年４月１日としますが、条例の施行前

までに申請を受理したものについては、従前の例によるものとする経過措置を設

けるものでございます。 

 以上、議案第３号をご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜

りますようお願い申し上げます。 

（古谷武美） 

これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。                            

 （質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 

これより、討論に入ります。討論ありませんか。                           

 （討論なしの声） 

討論なしと認めます。 

これより「議案第３号」を採決いたします。本案は原案のとおり決することに、

ご異議ありませんか。 

 （異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本案は、原案のとおり可決されました。       

日程第８「議案第４号」を議題といたします。         

提案理由の説明を求めます。佐藤次長。 

（佐藤大） 

 はい、議長。 

（古谷武美） 

 はい。 

（佐藤大） 

 議案第４号「大曲仙北広域市町村圏組合火葬場の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について」をご説明申し上げま

す。 

 議案説明資料５ページをご覧願います。 

 先ほどの議員説明会でもご説明申し上げましたが、斎場の使用料につきまして

は、平成２７年６月に、中央斎場の移転改築に合わせ増額の改定を行っておりま

すが、南部斎場及び北部斎場における圏域内住民の使用料につきましては、当分
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の間据え置きとする経過措置を設けております。 

 現在、南部斎場の改築が進められ、本年５月１０日を目途に新施設での供用開

始を予定しており、中央斎場と同等のサービス水準になることから、これを機に、

南部斎場の使用料についての経過措置を終了し、中央斎場と同額に改めるため、

平成２７年２月２０日に議決をいただいた一部改正条例の一部を改正するもので

ございます。 

  改正内容としましては、改正附則の規定中、１３歳以上の圏域内住民が南部斎

場を使用した場合の使用料を１３，０００円とする規定を削除し、本則の規定通

り１６，０００円とするものでございます。 

  なお、北部斎場につきましては、引き続き、経過措置を適用することとします。 

 施行日につきましては、公布の日から起算して６月を超えない範囲内において

規則で定めることとし、新施設の供用開始日が確定しましたら、本条例の施行日

を定める規則を制定いたします。 

 以上、議案第４号をご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜

りますようお願い申し上げます。 

（古谷武美） 

これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。                           

 （質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 

これより、討論に入ります。討論ありませんか。                            

 （討論なしの声） 

討論なしと認めます。 

これより「議案第４号」を採決いたします。本案は原案のとおり決することに、

ご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本案は、原案のとおり可決されました。      

日程第９「議案第５号」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。佐藤次長。 

（佐藤大） 

 はい、議長。 

（古谷武美） 

 はい。 

（佐藤大） 

 議案第５号「大曲仙北広域市町村圏組合介護保険条例の一部を改正する条例の

制定について」をご説明申し上げます。 

 説明資料６ページ及び７ページをご覧ください。 

 本案は、介護認定審査会の委員の定数を実態に合わせた人数に改定するととも

に、第９期介護保険事業計画期間である令和６年度から令和８年度までの介護保

険料を改定するものでございます。 

 改正の内容としましては、一つ目の介護認定審査会の委員の定数の改定につき
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ましては、実情に合わせ、「１４０人以内」から「１００人以内」に改めるもの

であります。 

 二つ目の介護保険料の改定につきましては、先ほどの議員説明会でもご説明申

し上げましたとおり、第９期介護保険事業計画期間中の保険料を、資料に記載の

とおり改めるものでございます。 

  基準額である第５段階の保険料は据え置きとした上で、９段階から１３段階へ

の多段階化、高所得者の倍率の引上げ、低所得者の倍率の引下げなど、所得再分

配機能を強化することで、低所得者の保険料の軽減を図ることといたします。 

  施行日は令和６年４月１日といたしますが、令和５年度以前の年度分の保険料

につきましては、当該年度の保険料額を適用するものといたします。 

 以上、議案第５号をご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜

りますようお願い申し上げます。 

（古谷武美） 

これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。                           

(質疑なしの声) 

質疑なしと認めます。 

これより、討論に入ります。討論ありませんか。                            

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。  

これより「議案第５号」を採決いたします。本案は原案のとおり決することに、

ご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本案は、原案のとおり可決されました。 

会議の途中ではありますが、暫時休憩いたします。 

（午後３時４１分 休憩） 

（午後３時５０分 再開） 

（古谷武美） 

それでは、会議を再開いたします。 

日程第１０「議案第６号」、日程第１１「議案第７号」、日程第１２「議案第

８号」の３件を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。佐藤次長。 

（佐藤大） 

 はい、議長。 

（古谷武美） 

 はい。 

（佐藤大） 

それでは、議案第６号と第７号の令和５年度２月補正予算及び議案第８号の令

和５年度負担金の一部変更について、一括してご説明を申し上げます。 

議案説明資料８ページの総括表をご覧いただきたいと思います。 

今回の補正予算につきましては、一般会計では１９７万６千円の増、介護保険
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特別会計は５億２７４万７千円の減額、合計では５億７７万１千円の減額となり、

補正後の予算総額を２５３億９，８４２万１千円とするものでございます。 

はじめに、議案第６号「令和５年度大曲仙北広域市町村圏組合一般会計補正予

算（第２号）」についてご説明いたします。 

議案説明資料９ページをご覧願います。 

先ずは歳入から、増減額が大きい部分を中心にご説明申し上げます。 

１款分担金及び負担金１項３目斎場費負担金は、使用料収入は増えたものの工

事費の減などにより減額、７目廃棄物処理費負担金は、使用料収入及び運営費が

減ったことなどにより減額、８目消防費負担金は、人件費の増に伴い増額、９目

民生費負担金は、対象事業費の減少により減額となり、総額では２，７０５万６

千円の減額となるものでございます。 

次に２款使用料及び手数料は、各施設の利用実績見込みから積算し、合わせて

９１５万円の減額となります。 

続きまして３款国庫支出金１，７３５万７千円の減と、次の１０ページに移っ

ていただきまして、４款県支出金９８６万６千円の減、こちらは、各種負担金や

補助金を収納見込みに合わせまして減額補正するものでございます。 

次に６款繰入金は、構成市町負担金が増額する見込みである清掃費及び消防費

へ負担金調整基金を取り崩して充当するための増額と、重層的支援体制整備事業

費の減に伴いまして、特別会計繰入金を減額し、総額で差引き１，６３５万９千

円の増額となるものでございます。 

次に７款繰越金は、４，８０３万６千円の増額であり、前年度繰越金を全額計

上するものでございます。 

次に、歳出をご説明いたします。 

３款民生費１項２目重層的支援体制整備事業費は、大仙市への委託事業の実施

見込みに応じまして、５，４８４万１千円の減額となるものでございます。 

続きまして４款衛生費１項１目斎場費は、人件費の増額と、需用費及び火葬炉

設備補修工事請負費の不用見込み額を合わせまして４００万円を減額とし、２目

の新南部斎場建設事業費につきましては、購入物品の精査を行ったことにより備

品購入費が８００万円減額となっており、１項保健衛生費としましては、差引き

１，１９６万３千円の減となるものでございます。 

１１ページに移っていただきまして、２項清掃費１目環境事業課人件費は、人

事異動等による人件費不足分を増額し、２目中央廃棄物処理施設一般管理費から、

６目の北部廃棄物処理施設一般管理費につきましては、長期包括運営委託の精算

額及び契約差額並びに需用費などの不用見込み分を減額し、７目の北部ごみ処理

センター等運営費、及び８目の北部し尿処理センター運営費は、高騰する電気料

金の影響による長期包括運営業務委託の増額を行うもので、清掃費全体としまし

ては、差引き１，１３２万４千円の減額となるものでございます。 

続きまして５款消防費１項１目常備消防費は、給与改定による人件費や、不足

する燃料費などを増額するほか、旅費の不用額、防火服の一部納品遅れによる契

約差額を減額し、総額では３，４０２万４千円の増額となるものでございます。 
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２目施設整備費は、協和分署の消防用ホース乾燥塔新設工事費及び消防車両購

入費に生じた契約差額４０３万８千円を減額するものでございます。 

次に７款諸支出金は、１項１目一般会計負担金調整基金費は、前年度繰越金の

残などを積み上げるため、４，７２７万１千円を増額するものでございます。 

次に１２ページをご覧願います。こちら、継続費の補正についてご説明を申し

上げます。 

新南部斎場建設工事請負費につきましては、労務単価及び資材価格の高騰に対

する措置として、新たな単価及び価格で積算し直した工事請負額とする必要が生

じたため、事業費の総額及び令和６年度の年割額に増額分の４，１７４万円を加

算し、令和６年度は１億５，４４１万円、総額では６億７，５５１万円とするも

のでございます。 

次に、繰越明許費の設定についてご説明いたします。 

今年度更新予定の大曲消防署東分署の消防ポンプ自動車について、メーカーか

らの車両本体の供給に遅延が生じ、今年度中の納車が困難となったため、車両更

新に係る経費、総額４，８６８万５千円を令和６年度へ繰り越すものでございま

す。 

続きまして、債務負担行為の補正についてご説明いたします。 

令和６年度まで設定しております中央し尿処理センターの長期包括運営業務委

託料について、物価変動及び電気料の高騰などの影響により、当初設定しており

ました限度額１０億８，６８８万８千円を令和６年度に超過する見込みとなるこ

とから、限度額を５，８９６万８千円追加し、総額で１１億４，５８５万６千円

とするものでございます。 

以上で議案第６号一般会計補正予算の説明を終わります。 

続きまして、「議案第７号令和５年度大曲仙北広域介護保険特別会計補正予算

（第１号）」についてご説明申し上げます。 

資料１３ページをご覧願います。 

こちらも歳入からご説明いたします。 

１款介護保険料１項１目１節現年度分は、収納率の向上に加え、保険料額の高

い高所得者層の割合が増えたことにより９３０万７千円の増額、２節滞納繰越分

は、実際に繰越しとなった保険料額が見込より少なかったことにより、１２５万

４千円の減額となるものでございます。 

次に２款分担金及び負担金１項１目構成市町負担金は、節の区分ごとに関連す

る歳出の増減が反映されるもので、介護サービス給付費の減などにより、総額で

は１億１，２７７万６千円の減額となるものでございます。 

次に４款国庫支出金及び、次の１４ページに移っていただきまして、５款の県

支出金、６款支払基金交付金の増減につきましては、保険給付費や地域支援事業

費の実際の執行見込みなどに合わせまして補正するものでございます。 

次に８款繰入金１項１目介護給付費等準備基金繰入金は、保険給付費が伸びな

かったことなどにより、取崩しが不要となったことから、全額を減額するもので

ございます。 
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議 長 

次に９款繰越金は、前年度繰越金を全額計上するため、４億９，２８８万３千

円を増額するものでございます。 

歳入は以上となります。 

次に、歳出についてご説明いたします。１５ページをご覧願います。 

１款総務費１項総務管理費につきましては、各委員会の委員報酬や郵便料など

の不用額を減額し、人事異動等による人件費や法改正に伴うシステム改修業務委

託料が増額したことにより、８８５万３千円を増額するものでございます。 

続きまして２款保険給付費は、各種サービスの実績見込みにより、３項の高額

介護サービス等費以外は全て減額となり、総額では９億８，９５８万円の減額と

なるものでございます。 

減額の主な要因といたしましては、新型コロナウイルス感染症が５類移行後の

サービス利用者の回復による保険給付費の増加を見込んでいたものの、想定ほど

利用実績が伸びなかった事によるものでございます。 

次に、１６ページをお願いいたします。 

続きまして５款基金積立金１項１目介護給付費等準備基金積立金は、現年度保

険料の残や繰越金に含まれていた過年度保険料を積み立てるため、７，３８５万

１千円を増額、２目介護保険特別会計負担金調整基金積立金についても、前年度

から繰り越した一般財源分を積み立てるため、５，８５１万４千円を増額するも

のでございます。 

次に７款諸支出金１項償還金及び還付加算金は、令和４年度の保険給付費や地

域支援事業費の確定による国、県への精算返還金を予算措置するため、３億２，

９２０万１千円を増額するものでございます。 

次に、２項操出金は、重層的支援体制整備事業委託料の減に伴い、特別会計で

収納する介護保険料分、１，３６４万１千円を減額するものであります。 

以上で議案第７号介護保険特別会計補正予算の説明を終わります。 

続きまして、「議案第８号令和５年度大曲仙北広域市町村圏組合経費に係る負

担金の一部変更について」をご説明いたします。 

説明資料１７ページをご覧願います。 

ただ今、ご説明いたしました議案第６号の一般会計補正予算と、第７号の介護

保険特別会計補正予算を受け、①の斎場費負担金は１，３４１万３千円、②の廃

棄物処理費負担金は１，１３２万４千円、④民生費負担金は１，０９０万５千円、

⑤介護保険費負担金は１億１，２７７万６千円をいずれも減額、③消防費負担金

につきましては８５８万６千円を増額し、構成市町全ての補正額が減額となり、

変更後の負担金総額を、表の下段にありますとおり、大仙市が４７億７，９１３

万４千円、仙北市は１９億６，５５７万１千円、美郷町は１５億２，７０２万２

千円、合計８２億７，１７２万７千円と定めるものでございます。 

以上、議案第６号と第７号の令和５年度２月補正予算及び議案第８号の令和５

年度負担金の一部変更について、一括してご説明申し上げましたが、よろしくご

審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

（古谷武美） 
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これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 

これより、討論に入ります。討論ありませんか。                            

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 

これより、ただいま議題となっております案件中、「議案第６号」を採決いた

します。本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本案は、原案のとおり可決されました。 

これより、ただいま議題となっております案件中、「議案第７号」を採決いた

します。 

本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本案は、原案のとおり可決されました。 

これより、ただいま議題となっております案件中、「議案第８号」を採決いた

します。 

本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本案は、原案のとおり可決されました。 

日程第１３「議案第９号」、日程第１４「議案第１０号」、日程第１５「議案

第１１号」の３件を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。小松副管理者。 

（小松英昭） 

 はい、議長。 

（古谷武美） 

 はい、副管理者。 

（小松英昭） 

 それでは、議案第９号と議案第１０号の令和６年度一般会計及び介護保険特別

会計に係る当初予算並びに議案第１１号の、令和６年度組合経費に係る負担金に

関する単行案につきまして、私の方から一括してご説明させていただきます。 

本２件の予算案につきましては、地方自治法第２１１条第１項の規定に基づき、

また、組合経費に係る負担金につきましては、当組合規約第１１条第２項の規定

に基づき議会の議決をお願いするものであります。 

議案説明資料の１８ページをお開き願います。上段の総括表をご覧ください。

合計欄に記載がありますとおり、一般会計と介護保険特別会計を合わせました予

算総額は２６１億３，５４５万５千円であります。前年度比較で２億４，２８０

万３千円、率にして０．９４％の増となります。 

これは、介護保険特別会計において、介護サービス給付費の見込みがマイナス

となることに加え、一般会計において、令和５年度で新南部斎場建設工事がほぼ
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完了することや、高機能消防指令センター部分改修業務が終了することなどの減

額要素があるものの、新中央し尿処理センターの建設工事が最盛期を迎えること

により、予算全体では増額となるものでございます。 

総括表下の円グラフでございます。両会計の歳出における目的別、性質別の構

成比を表したものでございますが、時間の関係で説明は割愛させていただきます。

後程ご覧いただければというふうに思います。 

それでは、会計ごとの主な項目について順次ご説明させていただきます。 

はじめに、「議案第９号令和６年度大曲仙北広域市町村圏組合一般会計予算」

についてご説明をいたします。 

グラフ上の総括表にお戻りいただき、表の上段をご覧ください。一般会計の歳

入歳出予算の総額は、７１億４，２２９万５千円で、前年度と比較して５億４，

８３６万４千円、率にして８．３２％の増となります。 

歳入から順に、前年度比の増減額が大きい部分を中心にご説明を申し上げます。 

１９ページをお開き願います。歳入１款分担金及び負担金１項３目斎場費負担

金は、２億５，５４８万４千円で、新南部斎場の建設工事が９月末で完了するこ

とにより、４億９，１６４万２千円の減となります。 

７目廃棄物処理費負担金は、３１億３，５０４万２千円で、新中央し尿処理セ

ンター建設工事が最盛期を迎えることに加え、各施設の電気料等の高騰による各

種委託料の増額などにより、９億８，２０４万７千円の増であります。 

８目消防費負担金は、２５億６，６３１万１千円で、高機能消防指令センター

の部分改修が終了したことなどにより、総額で８，３４８万６千円の減となりま

す。 

以上、歳入１款分担金及び負担金は、上段に記載のとおり総額６１億７，０８

８万９千円で、前年度との比較で４億１，０４７万２千円の増となるものであり

ます。 

続きまして歳入２款使用料及び手数料１項使用料は、斎場、へい獣保冷センタ

ー、ごみ処理・し尿処理施設等に係る施設使用料、合わせて２億３，２９５万５

千円の計上、２項手数料は、へい獣集荷処理、危険物貯蔵設備検査に係る手数料、

合わせまして４６５万円の計上であります。 

以上、歳入２款使用料及び手数料は、総額２億３，７６０万５千円で、前年度

との比較で３０２万２千円の減となります。 

続いて歳入３款国庫支出金１項１目民生費国庫負担金は、１億２，５８３万２

千円で、低所得者介護保険料軽減事業に係る負担金であります。 

２項１目衛生費国庫補助金は、３億７，５００万６千円で、新中央し尿処理セ

ンター建設事業に係る循環型社会形成推進交付金であります。 

２目消防費国庫補助金は、１，１０８万７千円で、消防車両更新に係る緊急消

防援助隊設備整備費補助金であります。 

３目民生費国庫補助金は、４，５４１万円で、重層的支援体制整備事業費補助

金であります。 

以上、歳入３款国庫支出金は、総額５億５，７３３万５千円で、前年度との比
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較で１億５，５６２万９千円の増となります。 

続いて歳入４款県支出金１項１目民生費県負担金は、６，２９１万６千円で、

国庫支出金と同じく低所得者介護保険料軽減事業に係る負担金、２項１目民生費

県補助金は、２，２７０万５千円で、これも国庫支出金と同じく重層的支援体制

整備事業に係る補助金であります。 

以上、歳入４款県支出金は、総額８，５６２万１千円で、前年度との比較で４

３８万２千円の減となります。 

２０ページをお願いいたします。歳入６款繰入金１項１目一般会計負担金調整

基金繰入金は、２，０００万円で、斎場費及び清掃費に充当するものであります。 

２項１目介護保険特別会計繰入金は、３，３０１万６千円で、重層的支援体制整

備事業に係る介護保険料分を特別会計から繰り入れるものであります。 

以上、歳入６款繰入金は、総額５，３０１万６千円で、前年度との比較で４７

４万９千円の減となります。 

歳入８款諸収入２項１目清掃事業収入は、１，６１０万９千円で、廃棄物処理

施設において収集したアルミ缶、ペットボトルなどの成型品等売払収入でありま

す。 

２目雑入は、２，１２９万３千円で、県消防学校や県消防防災航空隊への派遣

職員に係る人件費負担金などであります。 

以上、歳入８款諸収入は、総額３，７４０万３千円で、前年度との比較で５５

８万４千円の減となります。 

続いて、歳出につきまして、こちらも前年度比の増減額が大きい部分を中心に

ご説明申し上げます。 

２１ページをお願いいたします。歳出２款 総務費１項１目一般管理費は、８，

１５５万９千円で、人件費６，７３０万２千円のほか、各種賃借料、委託料及び

事務経費であります。 

歳出３款民生費１項１目社会福祉法人助成費は、１，１５１万１千円で、社会

福祉法人水交会への施設改築事業債に係る償還補助金であります。 

２目重層的支援体制整備事業費は、１億２，３８３万６千円で、国・県補助金、

市町負担金及び特別会計で収納した介護保険料分を原資とした構成市町への委託

料となります。 

歳出４款衛生費１項１目斎場費は、１億３，０１１万７千円で、職員３人の人

件費、派遣職員７人に係る業務委託料、各斎場の火葬炉耐火物等補修工事費など

であります。 

２目新南部斎場建設事業費は、１億５，７６７万８千円で、新斎場の建設工事

費、工事監理・設計監理業務委託料などであります。 

３目北部斎場改修事業費は、８４３万８千円で、令和７年度に予定している既

存施設の大規模改修工事に係る実施設計業務及びアスベスト調査業務の委託料で

あります。 

２２ページをお願いいたします。２項清掃費１目環境事業課人件費は、４，６

６７万８千円で、廃棄物処理施設に係る職員７人の人件費であります。 
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２目中央廃棄物処理施設一般管理費は、８７２万４千円で、各種負担金、補助

金のほか、昨年１１月の定例会終了後の議員説明会でもご説明申し上げました、

新中央し尿処理センター建設に伴う地元支援として２町内会に拠出する交付金や

施設管理に要する事務経費等であります。 

３目中央ごみ処理センター等運営費は、７億８，８１９万９千円で、長期包括

運営業務、焼却灰の処分と運搬に係る業務などのほか、令和７年度から予定して

いる中央ごみ処理センター及びリサイクルプラザの基幹的設備改良工事に係る発

注支援業務などに係る委託料などであります。 

４目中央し尿処理センター運営費は、２億５，５１４万２千円で、長期包括運

営業務、槽内清掃業務の委託料などであります。 

５目新中央し尿処理センター建設事業費は、１８億８，９０７万２千円で、新

施設の建設工事費、それから、設計・施工監理業務委託料などでございます。 

７目北部ごみ処理センター等運営費は、５億３，３４５万８千円で、ごみ処理

センター及び３つの最終処分場の長期包括運営業務委託料などであります。 

８目北部し尿処理センター運営費は、２億１７１万９千円で、施設の長期包括

運営業務委託料などでございます。 

以上、歳出４款衛生費は、２１ページ中段に記載のとおり、総額４０億５，７

１０万４千円で、前年度との比較で６億４，０３３万９千円の増となるものであ

ります。 

２３ページをお願いします。続いて歳出５款消防費１項１目常備消防費は、２

３億４，０９２万５千円で、派遣職員２人を含む消防職員２９３人の人件費、そ

れから高機能消防指令センター保守業務、消防救急デジタル無線保守業務などの

委託料、防火服及びネットワークシステムの賃借料、救急救命士の養成や県消防

学校及び消防大学校の入校に係る経費などであります。 

２目施設整備費は、２億５，８８５万８千円で、出動車両運用管理装置改修業

務委託料、西分署の屋根防水・塗装工事費、車両動態端末装置載せ換え業務委託

料のほか、車両等購入費においては、東分署及び協和分署の消防ポンプ自動車、

中仙分署の高規格救急自動車と、車両に積載する高度救命処置用資機材、消防本

部公用車などであります。 

以上、歳出５款消防費は、上段に記載のとおり、総額２５億９，９７８万３千

円で、前年度との比較で７，６３４万円の減となります。 

続いて歳出６款公債費は、１，３９８万円で、清掃事業に係る長期債権償還分

であります。 

歳出７款諸支出金２項１目介護保険特別会計繰出金は、２億５，１６６万４千

円で、一般会計で収納する国・県・市町負担金を原資とした低所得者介護保険料

軽減事業分であります。 

以上が一般会計の説明となります。 

次に、「議案第１０号令和６年度大曲仙北広域介護保険特別会計予算」につき

ましてご説明を申し上げます。 

説明資料は戻りまして、恐れ入りますが、１８ページ、最初のページですが、
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その総括表にお戻りください。 

介護保険特別会計歳入歳出予算の総額は、１８９億９，３１６万円で、前年度

との比較で３億５５６万１千円、率にして１．５８％の減となります。 

歳入から順に、前年度比の増減額が大きい部分を中心にご説明を申し上げます。 

２４ページをお開き願います。歳入１款介護保険料は、３２億６，７５５万５

千円で、前年度との比較で７，８９０万４千円の減であります。これは、６５歳

以上の第一号被保険者数が減少し、中でも保険料額が高い高所得の階層の割合が

減少する見込みであることによる減額であります。 

なお、収納率につきましては現年度分を９９．１９％、滞納繰越分を２０．０％

と見込んでおります。 

歳入２款分担金及び負担金は、２６億４，５６８万７千円で、介護サービス給

付費の減に伴い、前年度との比較で５４５万５千円の減となります。 

歳入４款国庫支出金、歳入５款県支出金及び歳入６款支払基金交付金は、この

後ご説明申し上げます歳出２款保険給付費、歳出３款地域支援事業費、歳出４款 

民生費に対し、それぞれ法定割合によって算出した負担金、補助金及び交付金を

計上しているものでございます。 

２５ページをお願いいたします。歳入８款繰入金１項１目介護給付費等準備基

金繰入金は、２億１，９４３万１千円、２目介護保険特別会計負担金調整基金繰

入金は、４，０００万円をそれぞれ介護給付費等に充当するため、両基金を取り

崩すものであります。２項１目低所得者介護保険料軽減繰入金は、２億５，１６

６万４千円で、一般会計の繰出金と同額の計上であります。 

歳入９款繰越金は、２１８万９千円で、保険料の歳出還付金充当分などを計上

するものであります。 

続いて、歳出についてご説明いたします。 

２６ページをお願いいたします。歳出１款総務費１項１目一般管理費は、２億

２，２２６万４千円で、人件費のほか、介護保険法改正に伴う介護保険システム

の改修業務やソフトウェア保守業務などの委託料、介護保険システムの使用料、

公用車購入費、庁舎維持管理費負担金などであります。 

３項２目認定調査等費は、９，０５２万２千円で、認定調査員人件費のほか、

主治医意見書作成手数料、認定調査委託料などの経費であります。 

以上、歳出１款総務費は、総額３億３，７７６万５千円で、前年度との比較で

３，３８２万１千円の増となるものであります。 

歳出２款保険給付費１項１目介護サービス給付費は、１６１億４，３４５万１

千円、２目介護予防サービス給付費は、２億８，２７６万円、２項１目その他諸

費は、１，７２９万円、２７ページに移りまして、３項１目高額介護サービス費

は、４億２，３２９万円、４項１目特定入所者介護サービス費は、９億２，０４

１万６千円、５項１目高額医療合算介護サービス費は、６，４４２万２千円の計

上であります。 

以上、歳出２款保険給付費は、２６ページ中段に記載のとおり、総額１７８億

５，１６２万９千円で、前年度との比較で４億５８８万４千円、資料には記載が
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ございませんけれども、率にして２．２％の減となるものであります。 

続きまして歳出３款地域支援事業費１項１目介護予防・生活支援サービス事業

費は、４億３，６３７万１千円、２目一般介護予防事業費は、７，７９４万８千

円、３目包括的支援事業・任意事業費は、２億４，６１７万円で、要支援者に係

る給付費及び構成市町等への事業委託料がほとんどを占めるものであります。 

以上、歳出３款地域支援事業費は、総額７億６，３２５万２千円で、前年度と

の比較で７，１２５万１千円の増となるものであります。 

２８ページをお願いします。歳出７款諸支出金２項１目一般会計繰出金は、３，

３０１万６千円で、特別会計で収納した重層的支援体制整備事業に係る保険料分

を一般会計に繰り出すものでございます。 

以上が介護保険特別会計の説明となります。 

当初予算に係る説明は以上でございます。 

引き続き「議案第１１号令和６年度大曲仙北広域市町村圏組合経費に係る負担

金について」ご説明申し上げます。 

２９ページをお願いいたします。本案は、議案第９号と議案第１０号の令和６

年度当初予算に伴う構成市町の負担金の額を定めるものであり、表の下の方の欄

にお示ししておりますけれども、大仙市については、前年度当初比較で４億９，

３９６万円増の５３億６，２７７万７千円、構成比は６０．８３％、仙北市につ

いては、１，８２９万４千円増の２０億６７３万１千円、構成比は２２．７６％、

美郷町については、１億７２３万７千円減の１４億４，７０６万８千円、構成比

は１６．４１％、とするものでございます。 

以上が議案第１１号の説明となります。 

最後になりますが、令和６年度当初予算につきましては、ただいまご説明申し

上げましたとおり、新中央し尿処理センターの建設工事がピークを迎えることに

加え、新南部斎場の供用開始に伴い運営経費が増大するほか、物価高騰や人件費

上昇の影響を受ける経費が多く盛り込まれております。引き続き、計画的かつ効

率的な予算執行に努めまして、住民の皆様の利益を第一に考えてまいりたいと考

えておりますので、議員各位におかれましては、今後とも格別なるご指導とご協

力をお願いする次第でございます。 

以上、議案第９号及び議案第１０号の令和６年度当初予算並びに議案第１１号

の令和６年度組合経費の負担金について、一括してご説明申し上げましたが、よ

ろしくご審議のうえ、ご承認賜りますようお願い申し上げます。説明は以上でご

ざいます。 

（古谷武美） 

これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 

これより、討論に入ります。討論ありませんか。                            

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 
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これより、ただいま議題となっております案件中、「議案第９号」を採決いた

します。本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本案は、原案のとおり可決されました。 

これより、ただいま議題となっております案件中、「議案第１０号」を採決い

たします。本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本案は、原案のとおり可決されました。 

これより、ただいま議題となっております案件中、「議案第１１号」を採決い

たします。本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本案は、原案のとおり可決されました。 

日程第１６「議案第１２号」を議題といたします。                          

提案理由の説明を求めます。佐藤次長。  

（佐藤大） 

 はい、議長。 

（古谷武美） 

 はい。 

（佐藤大） 

議案第１２号「新南部斎場建設工事請負契約の変更について」をご説明申し上

げます。 

議案説明資料３０ページをご覧願います。 

本案は、昨年２月２８日の議会定例会において工事請負契約の議決をいだだき

ました、新南部斎場建設工事につきまして、契約金額に変更が生じたことから、

変更契約を行うものでございます。 

変更の理由につきましては、昨年１１月２８日の議員説明会でもご説明申し上

げましたが、令和５年３月３日に「はりま・小田島・シブヤ特定建設工事共同企

業体」と本契約を締結しておりますが、本契約前の３月１日から国土交通省によ

る新労務単価が適用となり、特例措置により、旧労務単価で積算した設計書は、

契約日時点の労務単価及び資材価格で積算し直した上で変更契約を行う取扱いと

なっております。 

新単価で再積算した結果、工事請負費が増額となったため、契約金額を変更す

るものでございます。 

変更契約額は、６億７，５５１万円となり、当初の契約額と比較し、４，１４

７万円の増額となるものでございます。 

以上、議案第１２号をご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認

賜りますようお願い申し上げます。 

（古谷武美） 

これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。  

 （質疑なしの声）    



- 26 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次 長 

 

議 長 

 

次 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑なしと認めます。 

これより、討論に入ります。討論はありませんか。                          

（討論なしの声）                                                       

討論なしと認めます。   

これより「議案第１２号」を採決いたします。本案は原案のとおり決すること

に、ご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本案は、原案のとおり可決されました。        

日程第１７「議案第１３号」を議題といたします。   

提案理由の説明を求めます。佐藤次長。               

（佐藤大） 

 はい、議長。 

（古谷武美） 

 はい。 

（佐藤大）                                                       

議案第１３号「新中央し尿処理センター施設整備事業に係る工事請負契約の変

更について」をご説明申し上げます。 

議案説明資料３１ページをご覧願います。 

本案は、令和４年１１月２９日に工事請負契約の議決をいただきました、新中

央し尿処理センター施設整備事業につきまして、追加工事が生じたことから、変

更契約を行うものでございます。 

 こちらも昨年１１月２８日の議員説明会でもご説明申し上げましたが、先行工

事として建設地内にある旧貯留槽の解体工事などの場内整備を行ったところ、平

成２年に解体した旧し尿処理施設の基礎部分等が地中に残存していることが判明

し、この地中障害物の撤去に要する費用が発生したため、「ＪＦＥ環境テクノロ

ジー株式会社」、現在は社名が変わっておりまして、「月島ＪＦＥアクアソリュ

ーション株式会社」との契約金額を変更するものであります。 

変更契約額は、２７億６，２６５万円となり、当初の契約額と比較しまして、

１，２６５万円の増額となるものでございます。 

以上、議案第１３号をご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認

賜りますようお願い申し上げます。 

（古谷武美） 

これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。  

（質疑なしの声）   

質疑なしと認めます。 

これより、討論に入ります。討論ありませんか。 

 （討論なしの声） 

討論なしと認めます。 

これより「議案第１３号」を採決いたします。本案は原案のとおり決すること

に、ご異議ございませんか。 
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（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本案は、原案のとおり可決されました。        

以上をもちまして、今期定例会の日程はすべて終了いたしました。 

これにて、令和６年第１回大曲仙北広域市町村圏組合議会定例会を閉会いたし

ます。 

大変お疲れさまでした。 

 


